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本
論
文
の
原
面
' ^
:
.慶
ぼ
義
塾
思
想
史
学
会
第
三
回
例
会
：
、

(

昭
和
四
〇
年

六

月一

九
日)

に
於
い
て
、

J

V

S
 • 

U
ル
上
有
効
性
の
か
な
た」

と
®
し
て
、
 

発
表
を
試
み
た
も
.の
で
あ
る
。
：
当
日
、
時
間
的
制
約
か
ら
省
略
せ
ざ
る
を
.え
.な
か
つ
た
部
分
を
復
元
し
、
ょ
り
内
容
に
ふ
さ
わ
し
く
改
題
し
た
も
の
が
、
片
論 

夕

で
あ

る
,

当

日

：会
員
諸
氏
ょ
り
.加
え
ら
れ
た
多
く
の
貧
疑
は
'、
■書
き
下
す
に
際
し
て
、
極
め
て
有
益
で
あ
つ
た
こ
と
を
、
感
謝
を
以
て
付
記
し
た
い
。

(
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口
マ
ン
派
と
功
利
主
義
と
の
思
想
的
対
抗
関
係
は
、
明
.白
な
事
実
で
あ
り
な
が
ら
、
英
文
学
関
係
の
研
究
書
で
、
こ
の
点
の
自
覚
を
明
瞭
に
打
ち
だ

し

た
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あ
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の
独
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的
裁
断
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、
こ
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場
合
、
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の
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関
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の
大
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を
、
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つ
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叨
ら
か
こ
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て
ぃ
る
。
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に
つ
い
て
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九
六
四
年
八
月
末
に
拙
著「

ウ
ィ
リ
ア
ム
.
.ゴ
ド
ウ
ィ
ン
研
究」

を
出
版 

し
て
以
来
、
ま
だ
'
年
を
経
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
の
間
い
く
つ
か
の
研
究
や 

従
来
知
ら
れ
な
か
っ
た
ゴ

ド

ウ

ィ

ン

の
著
作
の
リ
ブ
リ
ン
ト
が
現
わ
れ
た
。
そ 

の

多
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ニ
.ユ
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P
o
l
l
i
n

博
士
の
手
に
よ
っ
て
精
力
的
に
な
さ
れ
て
い
る
。

ポ
リ
ゾ

博
士
.は

-一
ユ
ー
ョ
ー
ク
市
立
大
学
出
身
、
古
典
語
と
英
^:
学
を
専
攻 

一
 

九
六
：，ニ
年
コ
ロ
ン
ビ
ア
カ
申
で
博
士
の
学
位
を
得
た
。
妻
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>
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o
l
l
i
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で
ス
ペ
イ
ン
語
の
教
授
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現
在
ゴ
ド
ウ
ン
、
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I
ッ
、

シ
ヱ
リ
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つ
い
て
研
究
、
特
に
シ
ェ
リ
ら
の
ロ
マ
ン
主
義
運
動
と
の
関
連
、.
お
よ
び
教
育 

衍
学
の
ニ
点
か
ら
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
研
究
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
外
国
語
の
論 

評
や
際
物
的
な
も
の
を
も
含
め
て
、
ゴ
ド
.ウ
ィ
ン
.に
つ
い
て
の
利
用
し
う
る
す 

ベ
て
の
资
料
を
検
討
し
よ
う
と
企
て
、
ア
メ
リ
カ
、m

丨
ロ
ッ
パ
の
図
書
館
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遍
歴
、
約
六
千
の
資
料
を
得
た
と
い
う
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
従
来
知
ら
れ
な
か 

.

っ
た
も
の
で
、
た
と
え
ば
、
露
、
.独
、
仏
、：
伊
、
■西
、
ス
エ
ー
デ
ン
、
ポ
ー
ラ
ン 

ド
な
ど
の
無
政
府
主
義
関
係
の
資
料
か
ら
の
も
の
も
多
い
。
彼
は
こ
れ
に
注
解 

と
討
釉
な
索「 0

を
柯
け
、
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約
一
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ベ
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N
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で
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理
性
j
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間
の
基
本
的
特
質
、
無
限 

の
進
歩—

完
全
可
能
性
説
、.
一
般
教
育
の
排
斥
、
啓
蒙
者
と
し
て
の
エ
リ
ー
ト
、
 

.ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
小
説
に
お
け
る
教
育
と
啓
輩
、
文
献
H
録
、
と
い
ぅ
内
容
を
持 

っ
。
こ
の
書
：で
彼
は
、
古
典
お
よ
び
十
八
世
紀
の
英
仏
の
思
想
を
一
つ
の
新
し 

い
思
想
.に
融
合
さ
せ
た
ゴ
ド
.ウ
ィ
ン
の
複
雑
な
才
能
を
示
そ
ぅ
と
し
、
進
歩
理 

論
：
自
由
な
理
性
'の
使
用
、
近
代
小
説
、
と
り
わ
け
知
的
エ
リ
ー
ト
の
役
割
に 

つ
い
て
の
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
大
き
な
貢
献
を
•描
く
。
彼
か
ら
の
手
紙
に
よ
れ
ば
、
 

啓
蒙
ざ
れ
た
社
会
に
お
け
る
社
会
改
革
の
要
因
と
し
て
の
エ
リ
ー
ト
の
強
調
に 

つ
い
て
、
誤
解
さ
れ
て
い
た
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
こ
の
嗇
の
要
点
で
あ 

り
、
，ま
た
新
し
い
点
で
あ
る
。
彼
は
、F

.
E
.
L
.
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r
i
e
s
t
l
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y

か
ら
多
く
の
資 

料
を
得
て
.い
る
が
'

ゴ
ド
ウ

.ィ
ン
の
プ
ラ
ト
二

ズ
ム
..を
強
調
す
る
プリ
I
ス
ト 

リ
説
に
は
同
意
し
て
い
な
い
0

.

.次
に
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ド
ウ
ィ
ン
研
究
を
中
心
に
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の
主
な
業
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^
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s
h
R
e
v
i
e
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,
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_
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こ
れ
は
一
七
八
四
年
の
初
版
以
来
失
わ
れ
て
し
ま
0
た
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
：の

小

、

そ
の
他
、
ボ
リ
ン
博
士
は
現
在
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
J
s-
s

l Letters 

or. 

T
he 

説
で
、

マ
ー
ヶ
ン
教
授
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
現
在
は
.
ぎ

的

S

ぎt
i
o
n

.-:

に

‘
安

l
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e
o
y
v
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t
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u
l
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1
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4

を
.一

九
六
三
年
に
ブ
リ
ス 

あ
る
も
の
の
リ
プ
リ
ン
ト
に
.附
せ
ら
れ
た
も
の
。
こ
の
小
説
に
対
す
る
文
芸
史
ト
ル
大
学
図
書
館
で
.発
見
、
' そ
れ
に
つ
い
：て
長
い
序
文
を
書
き
、
当
時
の
書
翰
. 

.家
に
よ
る
最
初
の
評
論
で
も
' ^
る
，

^
体
小
説
の
歴
史
を
あ
ど
づ
け
、
'
そ
の
発
展
^
.お
け
.る
，コ
ド
ウ
ィ
ン
の
役
割
を 

L
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1
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後
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年
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〇
月
に
原
著
の
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リ
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出
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さ
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ぎ

象

A
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t
i
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J
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c
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P
e
r
i
o
d

't
た
彼
は
こ
の
他
に
も
ゴ
K-
ウ
ィ
ン
の
初
切
の
著
作
の
コ
ピ
イ
を
多
く
集
め 

\ ~

,

1

3

. 

Newsletter, 

F
ali-1964. 

て

お

り

(

そ
の
多
く
は
大
英
博
物
館
か
イ
H

r
ル
大
学
に
し
か
な
.い
。
イ
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...

.と
ぐ
ー
バ
ー
ド
太
学
に
は
、

十
八
、

九
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印
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パ
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マ
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ゲ
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そ
の
リ
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リ
ン
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を
出
版
す
る
計
画
を
し
て
い
る
。
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か
ら 
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o
r
k
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o
d
w
i
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と
し
て
來
年
一
月
に
出
版
さ
れ
る
。

こ
れ
は
初
期
ゴ
ド
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こ
れ
は

G
e
n
t
l
e
l
n

w-*: M
a
g
.

に
あ
.る
も
の
で
、
彼
は
こ
の
詩
を

-六
四
年
ウ
ィ
ン
に
新
し
い
光
を
投
げ
か
け
る
こ
と
と
な

.り
、
歴
史

'
文
学
、
教
育
思
想 

奍
に
Y

&

p
^ .
a

ぎ

で
^

見
し
た
。
ま

た

3
连

&

M
i
u
m

 

t
c
l
a
r
k

.

の
専
門
研
究
家
に
と
つ
て
興
味
ぁ
る
も
の
と
な

6
ぅ
。

.
そ
の
他
に
も
、
彼
は
ア
メ
リ
カ
文
学
と
の
関
係
、
特
に
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
：
の

—.
.家 

と
ボ
ゥ
、

ホ
r
ソ
ン
と
フ
ラ
ン
ケ
ン
'シ
ユ
タ
イ
ン
な
ど
に
つ
い
て
研
究
を
進
め 

て
い
る
。
近
く
発
表
さ
れ
る
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定
•の
も
の
を
記
す
と
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愛r.s 
が
進
行
し

.て
'い
_ る
。
：
：
：
.
.
：

.

..

最
近
の
ゴ
ド
ウ
イ
シ
研
究
文
献

ゴ

ド

ウ

ィ

ン

の

-|
ヴ
エ
ラ
ツ
ク
ス
の
手
紙

」

I~
B
y

 

B. 

R. 

pollin' 

in Journal of the Hi$tory 

of 

Ideas, 

vol. 

x
x
v
.

 

N
o
.

 

3, 

J
u
l
y
-
S
e
p
t
e
m
b
e
r
, 

1964, 
pp. .353-373.

〔

解
題〕

「

ゥ

エ
ラ
ツ
■ク
ス
の
事
紙」

と

、
ぅ
の
は
.、
序
文
一
一
ぺー

ジ
、Y

h
Q

 MOTTling. 

C
h
r
c
m
i
c
l
e

め
編
桌
者
に
宛
て
た一

一
つ
の
手
㈱
か

ら

な

る

本

文

四

五

べ

ー

ジの 

小
型
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
で
、
書
名
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

L
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h
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L
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p
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b
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h
a
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u
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T
a
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l
o
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h
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L
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+
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title-page 

(blank 

reverse)
，
pp. i-ii. 

Preface, 

pp. 

i
i
H
v
.

 

T
e
x
t
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letters, 

pp. 

1-45. 

R
e
v
e
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W
a
n
k
.

 

N
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a
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m
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A
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b
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A
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n
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L
o
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d
o
n
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A

 

(12 
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a
n
d

 

B

 

to 

D

 

(3 

s

treets, 

e
a
c
h

0 0

-leaves), 

s
ioq
. D
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is 

p
- 
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p
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L
e
a
v
e
s
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一
 

二
七

(

1
0
五
九)



一

二

八(

ー
〇
六
〇)

00
V
4
X 

5
 

i
n
c
h
e
s.〕 

に
激
し
い
弾
圧
を
加
え
た
。
そ
の
た
め
も
あ
っ
て
、

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
直
接
的 

¥

|》
と
い
う
の
は
,,
輿
理
£

1
る
こ
と
、
道
徳
的
真
理
、
報
告
の
正
し
さ
.

な
影
嘗i

は
比
較
的
短
命
で
あ
っ
た
が
"

一
九
世
紀
に
入
る
と
労
働
運
動
が
麼
史 

V'
:
: 

を
意
味
す
る
ラ
テ
ン
語
で
、
.
. ロ
ー
マ
人
の
姓
と
も
な
り
、
匿
名
の
.文

献

に

し

ば

0
前
面
に
登
場
し
、
急
進
主
義
は
、

一0

年
代
に
は
ス
ペ
ン
ス
や
オ
ウ
エ
ン
の 

.

し
ば
使
わ
れ
て
き
た
。
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
こ
の
書
は
、
次
.の
よ
う
な
，政

治

状

勢

に

社

会

主

義

、
ニ
〇
年
代
に
は
リ
カ
!
ド
ウ
派
社
会
主
義
の
理
論
を
生
み
出
し
た
。
 

-

対
し
て
執
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 

こ
の
間
"

故
治
的
に
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
.一
七
九
三
年
に
対
仏
宣
戦
を
布 

\ 

.1

七
九
九
年
執
政
、.

1

<〇
〇
年
対
ォ
ー
ス
ト
リ
ア
戦
勝
利
、
ニ
年
終
身
執
'-
告
、第
一
回
対
仏
同
盟
が
成
立
し
、
フ
ォ
ッ
ク
ス
は
こ
の
時
反
戦
演
説
を
行
な
っ 

政
、
四
年
皇
帝
、
五
年
三
帝
会
戦
勝
利
と
進
ん
だ
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
一

二

年

に

モ

て

い

る

。
九

五

•
六
年
に
ピ
ッ
ト
ば
、
対
仏
和
平
交
渉
を
試
る
が
不
調
、

ナ
ポ 

ス
ク
ワ
で
破
れ
、
一
四
年
に
退
位
、H
ル
.パ
島
に
流
さ
れ
た
。
そ
こ
.で
ル
イ
一
八
レ
オ
ン
登
場
に
及
ん
で
さ
ら
に
両
国
間
は
険
悪
と
な
り
、
九
八
年
に
ナ
ポ
レ
オ 

世
.は
王
政
を
復
古
し
、
憲
章
を
発
布
し
た
。
、だ
が
翌
ー
五
年
、

エ
ル
バ
を
脱
出
-

ン
の
ヱ
ジ
プ
ト
遠
征
に
際
し
、
英

海

軍

はA
b
o
u
k
i
r

で
仏
鑑
隊
を
破
り
、
九 

b
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
ニ
〇
日
間
で
パ
リ
に
進
軍
し
、
王
党
派
の
反
動
政
治
に
反
.

九
年
ピ
ッ
ト
は
、
ロ
シ
ア
、
ォ
ー
ス
ト
リ
ア
な
ど
と
第
二
回
対
仏
同
盟
を
形
成
、
 

対
す
る
パ
リ
民
衆
の
歓
呼
に
迎
え
ら
れ
た
。
し

か

し

彼

は

民

衆

の

革

命

的

情

熱

一

八

〇

一

年
に
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
で
も
仏
軍
を
破
り
、
平
和
熱
が
高
ま
っ
て 

.に
は
頼
ら
ず
、
自
由
主
義
的
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジー

と
結
ぶ
,

イ

ギ

リ

ス

流

の

立

憲

.
対
仏
仮
条
約
を
調
印
す
る
。
そ
し
て
ニ 

•年
に
は
英
•
仏

.

.ス
ペ
イ
ン
•
オ
ラ
ン 

‘

主
政
の
信
奉
者
で
あ
っ
た
バ
ン
ジ
ャ
マ
ン
•
コ
ン
ス
タ
ン
は
帝
国
憲
法
附
加
法
.

'ダ
で
ア
ミ
ア
ン
平
和
条
約
を
締
結
す
る
の
だ
が
、
三
年
に
は
マ
ル
タ
問
題
よ
り 

.を
起
草
し
、
国
民
投
票
は
こ
'れ
を
承
認
し
た
が
、
現

実

に

お

と

ず

れ

た

も

の

は

対

仏

戦

苒

開

、
ネ
ル
ス
ン
は
ッ
I 
ロ
ン
港
を
閉
鎖
、
四
年
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
イ 

戦
争
で
あ
っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
連
合
し
て
ナ
ポ
レ
.オ
ン
に
当
り
、

ヮ
，丨

ギ

リ

ス

に

侵

入

せ

ん

と

す

る

も

成

功

.せ
ず
大
陸
封
鎖
を
実
施
、
五
年
に
第
三
11 

テ
ル
ロ
ー
の
決
戦
で
ウH

リ
ン
ド
ン
の
英
軍
に
敗
れ
、

ナ

ポ

レ

オ

ン

は

退

位

し

対

仏

大

同

盟

、
ト
ラ
ー
フ
デ
ル
ガ
ー
海
戦
で
ネ
ル
ス
ン
が
勝
利
を
お
さ
め
、
ナ 

て
、
い
わ
ゆ
る
百
日
政
治
は
終
っ
た
の
で
あ
る
。

ル
イ
一
八
世
は
再
び
即
位
し
、

ポ
レ
オ
ン
の
イ
ギ
リ
ス
遠
征
計
画
を
挫
折
せ
し
め
た
。
七
年
に
大
陸
封
鎖
に
対 

ナ
ポ
レ
ォ
ン
ば
絶
海
の
孤
島
セ
ン
ト
へ
ぺ
レ
ナ
へ
流
さ
れ
て
、

一
八
ニ
ー
年
他
抗
し
て
枢
密
院
令
を
も
っ
て
中
立
国
船
舶
に
英
港
寄
港
を
強
制
、

ヨ
ー
口
ッ
パ 

界
し
た
。
 

' 

. 

各
地
で
英
仏
両
軍
は
争
い
、
.一
三
年
に
ウ
ヱ
リ
ン
ト
ン
の
英
軍
は
ス
ペ
イ
ン
よ 

こ
の
よ
う
な
状
勢
を
、
ド
ー
バ
ー
海
峡
を
へ
だ
て
.た

イ

ギ

リ

ス

で

は

ど

の

よ

り

仏

領

に

侵

入

、

一
四
年
仏
軍
を
ッ
ー
ル
ー
ズ
に
破
り
、
第
一
回
パ
リ
平
和
条 

う
に
受
け
と
っ
た
か
。
当
初
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
自
国
の
^
命

に

な

ら

っ

た

も

.
約
成
立
、

一
五
年
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
再
登
場
に
際
し
て
、

ヮ
ー
テ
ル
ロ
ー
で
仏 

の
と
考
え
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
の
支
配
階
級
は
、

こ
れ
が
過
激
な
平
民

革

命

の

様

軍

を

破

り

、

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
百
日
政
治
を
終
ら
し
め
、

一
五
年
に
は
第
二
回
平 

.

.

.

.

.

.

.

.

相
を
呈
ず
る
に
従
：つ
て
戦
慄
を
感
じ
、
革
命
に
共
感
を
示
す
急
進
主
義
者
た
ち
和
条
約
を
結
ん
だ
。

.

こ
の
一
八一

五
年
は
、
,こ
の
よ
う
に
英
仏
関
係
の
一
転
機
で
あ
る
の
み
で
は
,
 

な
く
.
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
净
の
終
結
に
と
も
な
っ
て
い
わ
ゆ
る
過
渡
的
恐
慌
を
引 

;

.'

き

起

し

こ

れ

を

契

機
と
し
て
過
剰
生
産
論
学
が
起
こ
り
、
ま
た「

新
.社
会
.観」

::■
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
な
オ
ウ
エ
ン
が
：社
会
主
義
に
転
じ
、
.
労
働
運
動
も
一 

段
と
激
し
さ
を
増
す
な
ど
、
政
治
•外
交
.草
事

.経
済
•社
会
主
義

.
労
働
運
動 

-

に
お
い
て
も
画
期
的
な
年
で
あ
っ
-た
。
ゴ
ド
ウ
イ
ン
の「

ヴ
エ
ラ
ッ
ク
ス
の
手 

‘

紙」

は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
年
に
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
-^
配
を
終
ら
せ
る
た
め 

.の
戦
夺
を
始
め
る
べ
き
か
杏
か
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
：書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

.
従
っ
て
こ
の
。ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
次
の
よ
う
な
.点
に
お
い
て
特
に
興
味
深
い
。

:

.
-•

1

先
ず
ゴ
ド
：ウ
ィ
ン
個
人
を
考
え
た
場
合
、
す
で
に
忘
却
.と
：困
窮
.の
生
涯 

.

に
入
り
、
彼
を
尊
敬
す
べ
き
死
者
の
名
簿
に
登
録
し
て
.い
•た
シ
エ
リ
が
、
 

彼
.の
生
存
を
知
っ
て
驚
喜
し
.だ
.の
ば
.ー
八
ニ
.ー
年
の
こ
と
で
あ
る
。
'児
童 

向
け
書
物
め
出
版
を
し
た
り
、

尚
ら
そ
の
.筆
を
執
づ
て
い
た
ゴ
ド
ウ
イ
ン 

が
、
当
時
ど
の
よ
う
な
思
想
を
も
っ
て
い
た
.か
を
示
す
こ
れ
が
ほ
と
ん
ど 

.

唯

P

の
文
献
.で
あ
る
。

パ
：；

ソ
：

'

2

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
政
治
思
想
ほ「

政
治
的
正
義」

に
お
い
ヤ
体
系
的
に
展
.

.

，開
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
結
果
に
対
す
る
評
価
、

ナ 

ポ
レ
オ
ン
と
ブ
ル
ボ
ン
朝
の
対
比
、
憲
法
論
な
ど
、

当
审
の
な
ま
な
ま
し

ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
が
ナ
ポ
レ
オ
ヴ
に
強
い
関
心
を
持
つ
て
い
た
こ
と
、
専
'制
君
主
の 

復
活
を
避
け
る
た
め
に
チ
ポ
レ
オ
ゾ

を
擁
護
し
た
こ
と
、
よ

り

実
際
的
と
な
つ 

た
，、コ
ド
ゥ
ィ
ンは
、

立
憲
政
治
を
承
認
し
た
こ
と

、
.ナ
ポ
レ
オ
ン
の

反
自
山
主 

義
、
，帝
国
憲
法
附
加
法
の
妥
協
的
性
格
を
見
抜
か
な
か
っ
た

こ
と
、

こ
れ
を
起 

草
し
た
コ
ン
.ス
.タ
ン
と
の
間
に
特
別
な
関
係
が
あ
つ
た
こ
と
、
こ
の
。ハ
ン
フ
レ 

ッ
ト
は
、
そ
の
先
見
の
.明
よ
り
は
、
精
神
の
.高

尚さ
、
強
い
反
戦
思
想
に
意
義 

■ガ
あ
る
■こ
.と
を
、
初
め
て
明
ら
か
に
し
た
。

.

.
シ
/レ.

* 

.一.：八
一
四
年
憲
章
.

.

I

八
一
四
年
六
月
、ル
ィ一

八
世
が
発
し
た
欽
定
憲
法
。
行
政
権
そ

の

他

を
 

.
握
る
国
王
を
神
聖
不
可
侵
の
存
在
と
な
し
、
貴
族
の
特
権
的
地
位
を
復
T-
:
Lし
、
 

カ
ト
リ
ッ
ク
を
国
教
と
し
、
言
論
の
®
由
を
制
限
す
る
な
ど
、
谆
制
的
。
だ
が 

'国
王
の
任
命
す
る
世
製
的
な
上
院
と
r
M
産
制
限
に
よ
る
選
举
制

の

下

院

を

宿
 

し
、
自
由
主
義
資
族
や
ブ
ル
ジ
ョ

ア
上
層
の
意
向
：に
よ
っ
で
^
命
と
旧
制
度
を 

:

妥
協
さ
せ
た
も
の
。「

王
よ
り
も
さ
ら
に
王
党
的
な」

過
激
王
党
派
は
、
超
反
動 

的
な
議
会
に
よ
，0
て
こ
れ
を
'%
杏
定
し
よ
ぅ
と
し
た
。
選
举
権
は
年
®
 
一一
 

3
0 

.

フ
ラ
ン
以
上
.：の
直
接
国
税
を
納
め
る
三
〇
歳
以
上
の
男
子
、
被
選
举
権
はj

、

-

〇
0
〇
フ
.テ
以
上
、
四
〇
歳
以
上
の
男
子
に
限
ら
れ
、
ー

七

九

――
-

年

当

時

の

有

 

権
渚
に
比
し
て
激
減
し
た
。

I

、ハ
ン
ジ
ヤ
マ
ン

,.
-コ
ン
ス
タ
ン

.Constant de Rebecque, Henri 

Benjamin

•

(1767-1

還

ィ
ギ
リ
ス
に
学
ん
で
ゥ

ィ

ッ
グ
党
的
政
見
を
身
に
つ
け
、
ま
た
0 0

5T
お
夫
人 

の
愛
人
と
な
つ
.て
夫
人
の
.サ
ロ
ン
に
出
入
、
彼
女
か
ら
®

制
度
の
価
値
を
教

い
5
実
.に
対
す
る
彼
の
政
治
思
想
の
具
体
的
適
用
、
発

展

を

示

す

。

.

3「

ィ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
フ
ー
フ
ン
ス
革
命」

以
後
の
.ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
を
め 

.

.
ぐ

:0
て
、
ィ
ギ
リ
ス
に
は
多
く
の
論
争
が

'#
在
し
た
が
.、
■:
■.こ
.れ
は
.私
確
な 

.

反
戦
思
想
を
展
開
し
た
極
め
t
珍
ら
し
い
*

重
な
文
献
で
あ
る
。
， 

ポ
リ
シ
は
こ
.の
論
文
に
お
い
て
、
こ

の

パ
ン
ネ
1/
.
ッ
ト
の

内
容
を

^
介

し

、

■
‘
最
近
の
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
研
究
文
献

え
ら
.れ
て
、
ィ
ギ
リ
ス
流
の
立
憲
王
政
自
由
主
義
の
立
場
を

と
る
。

ナ
，ホ

レ
オ 

V

の
.
^
政̂
治
に
反
対
し
.て
'
;
!
^
さ
れ
た
が
、
' 

そ
'.

の
：百
日
政
治
に.お
い
て
；は
彼

/■
■

-

一
一
一
九
.
：

へ

(

ー
0
六

|)

弊%

|
r
III：I：jI；I丨 
ii
ル



::
の
侬
頼
で
帝
国
憲
法
附
加
法
を
起
草
、
彼
の
顧
問
官
と
な
つ
考
：変
節
を
攻
撃
.

V

こ
.の
T

'yN

レ
'ツ
ト
は
、
、
：

R
o
b
e
r
t

 

W
a
t
t
,

 

m
h
m
h
e
c
a
.

 

B
H
t
m
f

,
さ
れ
る
：が
、
反
：王
：̂
的
自
由
主
義
的
立
場
は
変
ら
な
い
，。：

ヮ
ー
テ
ル
ロ 

I
後
、

へ.

マ
八
一
六
年
ま
で
■イ
ギ
リ
ス
'に
滞
在
、
.帰
国
後
自
由
主
義
的
新
間M
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v
e
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創
刊
に
参
-i
l
l、I

九
年
下
院
議
員
と
な
り
、
、
王
政 

.復
古
に
終
始
反
対
し
た
。「

政
治
的
正
義」

の
.翻
訳
を
試
み
、
フ
ラ
ン
ス
の
ロ
マ

ン
■主
義
心
理
小
説
の
代
表
者
で
も
あ
り
'
名

作A
Z
o

富

が

あ

る

。
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1815..

め

現

存

す

る

，四

部

の

う

ち

.

Vl

部
が
.あ
る
。
=こ
.
 

れ
は
出
版
さ
れ
た
だ
け
^ -
売
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
ゴ
ド
ウ
イ
シ
の
小
著
作
の
う 

.ち
最
も
感
動
的
な
.興
味
深
い
.も
.の
の
，一
つ
.で
、
へ
今
ま
_で
.と
.れ
.に
.論

評

を

加

え

た
 

々
伝
記
に
書
.
Vた
人
は
誰
も
な
い
。

こ
れ
は
そ
の
題
名
が
示
す
よ
.う
に
.、
.
亩
日 

政
治
の
間
の
反
戦
論
争
に
参
加
し
、

ナ
ポ
レ
オ
シ
が
王
政
復
古
：の
反
動
に
対
し 

て
.社
会
進
^
を̂
促
進
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
扱
っ
て
お
り
：
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
書 

の
翻
訳
者
コ
ン
ス
タ
ン
の
有
名
な
憲
法
の
立
案
に
言
及
し
、
国
内
外
の
自
由
主 

義
を
.こ
の
復
活
し
た
ナ
ポ
レ
オ
ン

皇
帝
と
和
解
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
、

一
八 

一
五
年
の
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
を
ウ
ィ
ッ
グ
急
進
派
お
よ
び
根
本
的
な
政
治
変
革
を
望 

ん
だ
ハ
ズ
リ
ッ
ト
の
よ
う
な
少
数
の
文
筆
家
と
結
び
つ
け
、
そ
し
て
、
六
十
才 

に
お
.い
て
な
お
、
挑
戦
す
る
思
想
に
つ
い
て
強
力
率
直
な
社
会
的
発
言
を
な
し 

う
る
人
間
を
.示
し
て
い
る
。

こ
れ
だ
け
で
も
、
そ
れ
は
注
目
に
値
い
し
よ
う
.。
.

.Ed
i
n
b
u
r
g
h
,

 

100
2
4 
に
は
あ
る

が
、
J
i
pp4
に
よ

る

^
^
^

^ub
r
a
r
f

 

pô
Q/lQQU&, 

London,. 

1
9
2
7

が
フ
ル
タ
イ
ト
ル
を
印
刷
す
る
ま
で
、
あ
ら 

ゆ
る
ヵ
タ
ロ
グ
や
文
献
自
録
に
記
さ
れ
て
い
な
.か
っ
た
。
：大
英
博
物
館
の
ヵ
タ 

卩
グ
.に
も
一
九
三
八
年
に
.Th

o
m
a
s
.

 J
a
m
e
s

 .
w
i
s
e

 
■の

コ
レ

ク
シ
ョ
ゾ

を
買
う 

.

.ま
で
は
な
力
つ
た
し
«ホ
ド
レ

ー

に
も
ケ
ン
ブ
リ
ツ
ジ
に
も
な
い
。

.こ
れ
は
手
紙
形
式
の
ニ
つ
の
エ
ッ
セ
イ
で
、

一
つ
だ
け
が
開
戦
の
時
期
に
ウ 

ィ
ッ
グ
党
自
由
主
義
派
の
：
M
o
r
s
§-
«QC

h
r
o
n
i
c
l
e

一
 

八

一

五

^

五

月

一

一

五

日 

に
発
表
さ
れ
た
，

こ
の
.序
次
の
中
で
、

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
は
彼
の
。へ
ン
を
通
じ
て
他 

人
の
福
祉
に
貢
献
す
る
.こ
と
は
ブ
^

o
f 

E
n
g
l
a
n
d

 

お
よ
び
人
類
の
市
民
"

と
し
て
の
彼
の
義
務
で
あ
る
と
主
張
し
、

"
人
間
の
生 

涯
の
終
り
"

に
近
い
も
の
と
し
て
、
彼
は
、
さ
し
せ
ま
っ
た
戦
爭
よ
り
は
，
長 

く
生
き
の
び
な
い
だ
ろ
う
と
予
期
し
て
い
る
と
い
っ
て
い
.る
。

彼
の
六
十
年
の 

生
涯
の
う
ち
三
六
年
間
は
、
彼

の

国

は

"
交
戦
状
態
"
に
あ
っ
た
こ
と
を
嘆
い 

て
'
第
，一
の
手
紙
に
お
い
て
反
戦
の
主
題
を
追
求
す
る
。
戦

争

は

"
す
で
に
解 

決
し
た
"
.け
れ
ど
’も
！

"
，合
理
的
な
性
質
を
も
っ
て
い
る
も
の
"

と
し
て
、
あ 

な
た
方
は
、

〃
み
じ
め
な
デ
ィ
レ
ン
マ
が
ら
自
分
自
身
を
救
い
出
す
事
が
出
来 

る
の
だ
か
ら
、
そ
う
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
"
と
彼
は
主
張
し
て
い
る
。

彼
は
'
.三
月
の
は
じ
め
の
.、
ボ
ナ
パ
ル
ト
の
フ
レ
ジ
ユ
ス
上
陸
以
来
の
百
日 

政
治
の
歴
史
を
論
評
す
る
。」

す
な
わ
ち
、
英
国
の
大
臣
も
参
加
し
た
ウ
ィ
ー
ン 

.会
議
に
よ
る
ナ
ポ

I/
オ
ン
追
放
の
す
み
や
か
な
る
宣
言
、.
.
パ
リ
の
復
古
ブ
ル 

ボ
ン
王
朝
の
突
然
の
.崩
壊
、
ウ
ィ
ー
ン
条
約
が
、
.
フ
ラ
ン
ス
に
特
定
の
政
府
を 

ぉ
1
っ
け
る
ょ
ぅ
な
、
国
の
主
権
を
侵
す
試
み
を
す
る
と
と
な
く
、
ナ
ポ
レ
オ
.

ン
の
権
力
に
対
し
て
指
示
さ
れ
た
と
い
う

矛
盾
し
た
主
張
。
実
際
は
、
そ
の
宣 

言
と
戦
争
そ
れ
自
体
は
、
フ

ラ

ン
ス
人
達
に
、
.望

ま

れ

て

い

な

い君
主
を
お
し 

つ
け
、
彼
ら
の
自
由
な
選
択
を
禁
ず
る
よ
ぅ
に
目
論
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ナ 

ポ
レ
オ
ン
は
、.
"一
般
の
人
気
の
驚
く
べ
き
証
拠
I
下
に
"
王
位
を
再
び
得
た 

と
、
ゴ

ド
ゥ

ィ

ン

は

、

十
分
に
確
信
し
て
い
る
。
そ
れ
故
に
ノ
こ
の
宣
言
は
、
 

す
べ
て
の
フ
ラ
ン
ス

人
た
ち
の
心
に
、
彼
ら
の
英
雄
を
、
国
際
法
の
観
点
か
ら 

ば
か
り
で
な
く
、
道
徳
の
観
点
か
ら
も
同
様
に
、
し
た
わ
せ
る
で
あ
ろ
ぅ
。

こ
の
戦
^
は

"
平
和
が
得
ら
れ
る
前
に
敵
の
政
府
自
体
は
消
滅
せ
ね
.f
な 

ら
ぬ
"
と

し

ぅ

/
勝
手
な
原
則
"

を
も

ち

、

〃
地
上
で
最
も
素
晴
ら
し
い
国
の 

1

つ
を
国
家
と
し
て
完
全
に
破
壊
す
る
"

こ
と
を
欲
し
て
い

る

と

彼

は

云

ぅ

。，
 

そ
し
て
彼
は
速
合
国
の
成
功
の
.結
果
に
つ
い
て
述
べ
る
事
で
第
一
の

手
紙
を
結 

ん
で
い
る
。
.
そ
し
て
そ
れ
か
ら
，

"
い
つ
か
将
来
に
は
"
そ
の
失
敗
に
つ
い
て 

考
察
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
.0
•

へ

あ
る
種
の
妥
協
的
な
平
和
が
、
と
と
の
え
ら
れ
、
，あ
る
い
は
、
少
な
く
と
も 

大
英
帝
国
が
：

3
-
1 ロ
ッ
バ
の
同
盟
か
ら
脱
退
す
る
か
も
し
れ
な
い
と

い

ぅ

ゴ 

:
ト

ゥ

ィ

ン

の

希

望

を

..明
ら
か
に
大
い
に
刺
戟
し
た
事

件

は

、
.六
月
一
日
の
彼 

の

'|
3
記
に
記
録
さ
れ
て.い
る
_
0
1
|
1
>
'
^

§
.̂
で
あ
.っ'た
。

ニ
夏
に
わ
た
っ 

ft
彼
が
書
い
た
初
期
の
第
二
の
手
紙
は
、.
大
変
速
か
に
進
ん
'̂
の
で
彼
^
、

ニ 

O

頁

に

わ

た

る

綿

密

に

.
か

か

れ

た

原

稿

を

六

月

一

四

日

ま

で

に

士

上

げ

た

。

そ 

.の
パ
ン
フ
レ
ッ
卜
に

対
す
る
広
告
は
、
六
月
ニ
ニ
日
に
現
わ
れ
^

。

.

:

彼
は
:.
'
.
"わ
が
国
の
干
涉
：の
.起
.り
ぅ
る
結
果
"
.と
し
ヤ
、失
敗
を
仮
定
す
る
事 

に
よ
'っ
て
第
一
，

一

の
手
紙
を
始
め
て
い
る
。
そ
し
て、

.こ

の
.場

合

に
お

け

る

英

国 

.

.
の
戽
的
は
、’
た
し
か
に
、

"
正
し
く
も
望
ま
し
：

V/

も
な
い
"
ネ

ま
ず
迅

'、/
る
？

餃

近

の

ゴ

ド

ウ

ィ

ン

研

究

文

献

:
 

■

(

彼
は
、
明
ら
か
に
年
を
と

っ
て
完
全
な
公
平
の
た
め
の
勇
気
を
増
し
た)

。

フ
ラ 

ン
ス
舉
命
の
当
初
に
は
、

フ
ラ
ン
ス
人
た
ち
の
主
義
の
長
所
が
、
勝
利
に
導
い 

た
が
.

一
方
、
野
心
に
燃
え
る
支
配
者
の
も
と
に
お
け
る
、
.彼
ら
の
道
徳
^
頹 

廃
が
、
.速
合
国
に
そ
れ
に
.相
当
す
る
成
功
を
も
た
ら
し
た
と
彼

は

観

察

し

て

、
 

る
し
か
し
な
が
ら
現
在
に
お
い
て
は
、
ボ
ナ
パ
ル
ト
を
，エ
ル
バ
へ
•流
し
た
条 

約
は
，

速
合
固
の
君
主
た
ち
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
項
目
に
わ
上
っ
^
玻
ら
む 

た
。
さ
ら
に
ふ
ら
ち
に
も
、
彼
ら
が
、
〃
力
ず
く
で
廃
棄
す
る
事
を
目
ざ
し
た

" 

こ

と
は
"
明
白
な
事
実
で
あ
る
"
と
ゴ

ド

ヴ

ィ
ン
は
い
っ
て
、，
る
。

.
一
八
一.

五
年
五
月
ニ
ニ
日
の
議
会
，の
討
論
を
引
用
す
る
.に
あ
た
っ
て
、
ゴ
ド 

ゥ

シ

は

そ

の

陰
謀
は
.
大
臣
.た
ち
に
よ
.っ
て
知
ら
れ
、
準
備
さ
れ
た
も
の 

で
.あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
彼
を
エ
ル
'、ハ
の
皇
帝
と
し
た
こ 

の
条
約
が
必
ず
破
ら
れ
る
こ
と
を

見
越
し
て
、■

も
っ
と
も
な
対
抗
手
段
を
と
っ 

て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。

す
べ
て
の
支
配
者
た
ち
は
、

結
局
は
破
る
つ
.も

り

の

条

約
を
つ
く
る
と
い
ぅ 

理
由
に
よ
っ
て
、
ナ
ボ
レ
オ
ン
は
信
頼
に
値
い
し
な
い
か
ら
、権
力
か
ら
追
い
だ 

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
ぅ

議
論
を
彼
は
軽
べ
つ
す
る
。
彼

は

、

一
八

一

三
年 

一
.二
月
一
日
.の
フ

ラ

ン

ク

フ

ル
ト

宣
言
に
お
け
る
速

合

国
の
申

し
い
で
を
挙
げ 

て
い
る
。
.
そ
の
時
、彼
ら
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
権
力
を
全

く

除
く
^

に
絶

望

し

、
 

.そ
し
て
、.
.フ
ラ
ン
ス
.
の
支
配
のも
と

に

あ

る
ラ

イ

ン

の
南
•の
大
部
分
の
領
域
を 

提
供
し
.て
平
和
解
.決
す
る
こ
と
を
彼
に
提
案
し
た
。
そ
の
時
、
彼

の

"
が

ん

固 

さ

"
は
，

こ
れ
ら
の
交
渉
を
挫
折
さ
せ
た
。

し
か
し
、
結

局

は

ブ

ル

ボ

.ン
朝
の 

ル
イ
1

A世
に
与
え
ら
れ
た
縮
小
し
た
領
域
を
持
つ
同
じ
君
主
を
自
山
に
選
び 

続
け
.る
こ
と
を
、
.
何
故
'、
領
土
の
小
さ
く
な
っ
.
たフ
ラ
ン

ス
は
、
許
さ
れ
る
ベ

l
H
i
: (

1

0六
三
：

)



き

で

な
い
の
か
？

今
や
フ
ラ
ン
ス

人
た
ち
は
、
外
国
の
権
力
が
、
支
配
者
の 

選
択
を
命
令
す
る

こ

と
を
許
さ
ず
、
フ

レ

ジ
ュ
ス
か
ら
パ
リ
ま
で
の

す
べ
て
の 

道
を
、■
勝
ち
ほ
こ
っ
て
、
進
ん
：だ
人
を
選
択
す
る
。

.

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
は
、
.速
合
国
の
君
主
を
、
特
に
イ
タ
リ
ー
に
お
け
る
民
族
自
決 

原
理
の
無
視
.に
よ
っ
て
、
お
よ
び
彼
ら
た
ち
が
"
政
治
の
古
い
手
段
.と
古
い
王
. 

朝
"

の
た
め
に
、常
に
、進
歩
の
主
な
障
害
で
あ
っ
た
事
を
く
り
返
し
示
し
た
こ 

と
で
攻
撃
し
て
い
る
0
国
民
的
独
立
め
精
神
は
、.
一
八
一
三
年
の
終
り
に
連
合 

国
が
敗
れ
た
。

C

リ
に
入
っ
た
時
で
さ
え
、
あ
る
種
の
神
聖
な
自
由
主
義
を
与
え 

た
。
懸
念
し
、
お
ど
ろ
か
さ
れ
て
い
る
ウ
ィ
|
ン
の
人
た
ち
は
、
〃
彼
ら
た
ち
が 

戦
利
品
を
分
け
て
い
る
け
が
れ
た
会
議
"
か
ら
、
呼
び
お
こ
さ
せ
ら
れ
、
そ
し
て 

〃
政
治
家
と
呼
ば
れ
て
い
る
、

か
の
え
た
い
の
し
れ
ぬ
怪
物
〃
の
よ
う
に
ふ
る 

ま
っ
て
い
た
。
特
に
* 

.
メ
ッ
テ
ル
ニ
ッ
ヒ
と
、

タ
レ
イ
ラ
ン
ら
の
政
治
家
た
ち 

は
、

こ
の
，M
帝
を
滅
ぼ
し
、
そ
し
て
、

速
合
国
が
、

"
彼
ら
の
上
に
定
め
た
あ 

や
つ
り
人
形
を
あ
え
て
嫌
う
"

が
た
め
に
、

フ
ラ
ン
ス
を
、

〃
零
落
し
、
み
じ 

め
な
荒
廃
"

に
お
と
し
入
れ
て
し
ま
お
う
と
望
む
。
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
は
、
彼
の 

例
の
'改
革
の
熱
情
を
も
っ
て、

//
全
て
の
改
善
の
痕
跡
を
抹
消
す
る
"

試
み
に
. 

反
対
す
る
が
、
戦
意
の
な
い
連
合
国
兵
士
と
熱
烈
な
愛
国
心
.を
も
っ
た
フ
ラ
ン 

ス
人
の
対
照
の
中
に
希
望
を
見
出
す
。
後
者
は
〃
彼
の
罪
を
償
い
、
新
し
い
生 

活
に
入
っ
た
"

一

人
を
崇
挥
す
る
。
速
合
国
の
目
的
は
、

フ
ラ
ン
ス
人
に
と
っ 

て
今
や
あ
ま
り
に
.明
由
に
破
壊
的
な
の
で
，
ナ
ボ
レ
オ
ン.

の
背
後
で
立
派
に
盛 

り
返
し
て
し
.ま
う
。：
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
：は
勇
敢
に
主
張
す
る
。

"
私
は
わ
れ
わ
れ
の
. 

成
功
を
希
望
す
る
こ
と
す
ら
し
な
い
。
'私
は
全
く
人
間
の
友
で
あ
り
、
偏
見
に 

と
ら
わ
れ
た
特
殊
な
—*
国
の
市
民
で
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
人
に
イ
ギ
リ
ス

- 

,
-1

三
二
- ( 
一
 

o
六
四)

の
繁
栄
を
願
わ
せ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
。"

常
に
彼
に
役
立
っ
て
い 

る
多
く
の
皮
肉
の
一
つ
に
お
い
て
、
彼
は
フ
ラ
ン
ス
に

約
束
さ
■れ
た
〃
ブ
ル
.ボ 

ン
朝
に
か
ん
す
る
速
合
国
の
愛
す
べ
き

親
切
さ

"
の
未
来
に
触
れ
て
い
る
。

将
来
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
正
し
い
行
動
に
つ
い
て
は
、周
囲
の
〃
フ
ラ
ン
ス
最
上 

Q

愛
国
者
、
共
和
主
義
者
た
ち
"
特
に
ヵ
ル
ノ
、

コ
ン
ス
.タ
ン
、

ラ

•
フ
ァ
イ 

^
ッ
ト
が
保
証
す
る
。.
そ
.の
上
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
今
や
"
平
和
の
最
も
熱
心
な 

愛
好
者
"

で
あ
る
。
以

前

の"
強

奪
：；：

に
対
す
る
彼
の
//
悔
恨
"
が
偽
り
で
、
 

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
彼
の
人
気
が
、
.
い
か
が
わ
し
い
と
し
て
も
、

速
合
国
は 

侵
略
に
よ
っ
て
彼
の
国
民
を
〃
彼
の
味
方
と
な
る
"
よ
ぅ
に
す
る
べ
，き
で
は
な 

い
と
論
理
は
命
じ
て
い
る
。

明
ら
.か
に
.
.

C
h
a
m
p

 

de 

M
a
i

に
言
及
す
る

こ 

と
に
よ
っ
て
、
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
は
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
に
以
前
の
権
力
を
与
え
、
も
し 

彼
が
暴
君
に
な
る
つ
も
り
な
ら
前
の
歓
^
を

後

悔

す

る

こ

と
を
、

彼
の
フ
ラ 

ン
.ス
の
支
持
者
た
ち
に
可
能
な
ら
し
め
る
よ
ぅ
な
平
和
の
期
間
を
求
め
た
あ
の 

光
景
の
比
類
な
き
素
晴
し
さ
に
つ
い
て
語
る
。
‘イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
も
ぅ
一
つ 

の
論
拠
は
、

〃
好
戦
的
指
導
者
"
.
の
下
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
好
戦
的
傾
向
だ 

が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
直
ち
に
答
え
ら
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
人
を
根 

絶
し
荒
廃
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
救
え
る——

こ
れ
は
嫌
悪
す
ベ
き

期
待 

だ
I

そ
し
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
ぶ
現
在
斥
け
て
き
た
潜
在
的
な
力
を
根
本
的
に 

刺
戦
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
'
.彼
の
周
囲
の
愛
国
者
た
ち
は
今
や
"
双
の
.師 

匠
"
で
あ
る
.。
そ
：の
証
拠
は
、
奴
隸
質
易
の
廃
止
、
自
由
な
出
版
の
確
立
、

コ 

ン
ス
タ
ン
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
た
"
制
限
憲
法
の
抑
制
"

に
み
ら
れ
る
。
ゴ
ド 

ゥ

ィ

ン

は

今.^
、
.：
'.
一
 

七
九
三
.年
に
苹
命
派
に
.対
す
る.

B
r
u
n
s
w
i
c
k

公
薛
の
威 

か
く
的
な
進
軍
が
フ
ラ
ン
ス
の
軍
国
主
義
者
を
鼓
舞
し
た
や
り
方
'の
中
に
前
例

が
あ
る
と
宣
言
す
る
。
：
.

V
'

,

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
復
活
を
歓
迎
し
た
兵
士
た
ち
の
熱
狂
を
無
視
し
て
、
ゴ
ド
ゥ 

ィ
ン
は
今
や
.
"彼
の
現
在
の
優
れ
た
顧
問
た
ち
"
.
は
平
和
の
人
で
あ
る
と
主
張 

し

彼

の

こ

れ

ま

.で
の
や
り
方
を
止
め
る
よ
う
瞥
告
す
る
温
健
な
言
葉
を
彼
ら 

.に
如
待
し
て
い
る
？

.〃
ゥ
ィ
I
ン
に
お
け
る
タ
レ
ィ
•ラ
ン
の
不
吉
な
屌
い
"
と 

"
速

富

側

の
.陰
険
な
意
図
"
.が

な

け
'れ
ば
、
ナ
ポ
レ
オ\

は
彼
の
.現
在
.の
平
和 

的
な
気
持
を
示
す
機
会
を
得
た
で
あ
ろ
う
の
に
。
し
か
し
な
が
ら
、，
東
ョ
ー
'ロ 

ッ
パ
の
灌
落
し
た
|5
民
た
ち
が
フ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
撃
退
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か 

ら
、
.
彼
ら
顧
問
た
ち
の
計
画
は
、

み
の
り
の
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

"
そ
の
よ 

う
な
国
は
'

■
す
べ
て
の
道
徳
.的
考
.察
に
お
い
.て

、

す

べ

て

の

攻

撃

.
に

対

し

て

迢
 

然
.た
る
も
の
と
：し
て
立
：上
る
に
ち
が
い
な
い
。
"

フ
ラ
ン
ス
の
高
い
目
的
と
ボ
ナ
パ
ル
ト
の
不
変
の
中
庸
は
、
そ
.の

時

，

.
彼

ら
 

'の
最
初
の
た
じ
ろ
ぎ
に
打
ち
勝
ち
、
焱
合
国
を
壊
滅
さ
せ
る
^
あ

ろ

う

。

一.八 

一
四
年
、
"
新
し
い
時
代
が
、
疲
弊
し
た
世
界
の
上
に
開
か
れ
た
、

こ
の
う
ら 

ら
.か
な
絵
が
、
改
革
さ
れ
た
人
間
を
、
主
権
国
の
政
府
の
頭
に
さ
せ
る
事
を
い 

や
が
る
事
に
よ
っ
：
て
"
破

壊

さ

れ

る

べ

き
で

あ

ろ

う

か
。
彼
は
、
ナ

ポ

レ
十
ン 

の
軍
事
的
才
能
を
記
し
、
彼
が
、
.そ

の

時

な
し

と

げ

る

か
の
よ
う
に
見
え
た
，晈 

滅
か
ら
の
幸
運
な
る
救
助
に
.つ
い
て
話
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、

I

ン
ス
に
対 

す
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
以
前
の
支
配
の
慈
善
的
で
な
い
性
格
に
つ
い
て
の
、
彼
の 

主
要
な
直
接
的
な
言
及
で
あ
る
。

次

に

.彼

は

/
ボ
.ナ
パ
ル
ト
に
反
対
す
る
残
忍
な
寡
日
"

を
省
察
す
る
時 

が
な
い
.こ
.と
を
嘆
く
。
軽
率
に
"
英
国
は
、
戦
争
を
す
る
余
裕
が
あ
る
か
ど
う 

か
決
定
し
な
い
で
、
戦
爭
に
突
入
し
た
。
無
論
、

こ
れ
は
、
，
向
己
防
衛
の
戦
争 

最
近
の
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
研
究
文
驮

で
は
な
い
。
.：さ
ら
に
、
誰
も
そ
の
戦
闘
の
終
結
を
予
言
出
来
な
い
。
.そ
し
て
、
 

-G
の
ス
テ
ッ
プ
は
、
そ
れ
に
ほ
と
ん
ど
対
処
で
き
な
い
英
国
の
人

々

に
対
し
て 

.

.経
済
的
災
難
を
招
く
で
あ>

0

う
。
.そ
.の
パ
.ン
：フ
.レ
ッ
ト
は
、
■そ
の
よ
う
こ
終
っ 

-

1て
い
る
。
 

‘

.へ

以
上
の
要
約
は
ゾ
' v

e
r
a
x
^

と

->
'
う

名

の

使

用

が

正

当

で

あ

る

こ
と
を

示 

す
だ
ろ
う
。
確
か
に
彼
は
不
愉
快
な
真
理
を
示
し
、
こ
れ
を

発
言
す
る
こ
と
に 

よ
っ
て
彼
の
残
り
少
な
い
名
声
を
も

あ
や
う
く
し
て
い
.る
。
.こ

の

名

前

!*
1
-体 

は
匿
名
文
献
に
し
ば
し
ば
使
わ
れ
て
い
る
。
：

,

M
r
n
M
y

 M
a
g
a
z
i
n
e

へ
の
寄
稿
者
の
中
に
は
、ニ
人
の
有
名
な
ボ
ナ
パ
レ
チ 

.ス
ト
パoaper' 

L
Ott
J
tと

J
。

ぼ

H
h
e
l
w
a
l
l

が
お
り
、
当
時
は
共
に
ゴ
ド
ウ
ィ 

ン
の
友
人
で
、orabb 

R
o
b
i
n
s
o
n

に
よ
っ
て
、
ナ
ポ
レ
オ
シ
が
死
ん
ビ
库
に 

は
、
ハ
ズ
リ
ッ
ト
と
ゴ
ド
ウ
イ
シ
ど
共
に
、

イ

ン
グ
ラ
ン
ド

に

お
け
る
数
少
な 

い
哀
悼
者
と

.い
わ
れ
た
。v

ゴ
ド

.ウ
ィ
ン
の
日
記
は
、

.一
八
一
〇
年
以
後

テ
ル
ウ 

ォ
ー
.ル
.に
つ
い
て
触
れ
な
，く
な

-?
た

の

に

、
.
突

然

一

八

一

四

年

に

再

び

交

友

を
 

始

め

た

こ

、
と

を

示

し

て

い

る

。
.
一

 
八

，
一

四

—

五
年

.の
他
の
交
際
も
、
ゴ
ド
ウ
ィ 

ン
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
問
題
へ
の
関
心
の
，鋭
さ
を
示
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
あ
る 

点
で
は
彼
の
弟
子
で
あ
っ
た
オ
ウ
エ
ン
は
、
し
ば
し
ば
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
も
と
に 

訪
れ
た
。
彼
は
'
自
分
の
論
文
が
工
ル
バ
に
お
け
る
.ナ
ポ
レ
オ
ン
を
自
由
主
義 

的
讓
会
主
義
に
変
え
た
と
信
じ
て
い
る
。
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
信
念
に
対
す
る
オ
ウ 

エ
ン
の
影
響
が
何
で
あ
れ
、
こ
の
時
期
に
二
人
の
間
は
镘
も
密
で
あ
っ
ヒ
。

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
ば
、
も

ち

ろ

ん

.ナ
ポ
レ
オ
ン
.の
活
動
を
そ
の
生
涯
に
そ
っ
て
常 

に
深
く
注
目
し
て
お
り
、

ハ
ズ
リ
ッ
ト
が
云
う
よ
う
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
はw

i
l

命 

9

子
、
そ
の
擁
護
者
"
か
ど
う
か
を
問
題
と
1
て
い
た
。

7
ラ
ン
ス
率
命
に
対

.

'

 

;•'
 

1
三
一
.1
1
(

1
0
六
五)



す
る
ゴ
ド
ゥ
イ
ン
の
熱
狂
に
つ
い
て
.は
、
.資
料
を
あ
げ
る
ま
で
も
な
い
。
彼
は 

「

政
治
的
正
義」

.の
基
本
的
な
前
提
を
.
.
"フ
ラ
ン
ス
革
命
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
.
 

パ
理
想
"
に
.帰
し
、
.
こ
の
書
の
"
誕
生
"
.そ
の
；も
の
.を
そ
れ
に
.も
と
づ
く
"
決
心
"
';
'
 

に
婦
し
た
。「

研
究
者」

_に
お
い
て
は
、
こ
の
〃
事
件
"

が

引

き

お

こ

し

.た

精
 

..神
の

.
"高
揚
と
沸
騰
"
を
そ
れ
ほ
ど
實
揚
も
な
く
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
彼
は 

〃
前
と
同
じ
よ
.う
に
革
新
の
た
め
の
強
い
情
熱
〃
.を
も
.つ
と
主
張
し
て
い
る
。
：
 

次
第
に
穏
健
に
.は
な
っ
た
が
、
知
性
の
抑
压
に
反
対
し
、
判
断
と
行
動
に
お
け 

る
独
立
を
守
る
立
場
は
、
彼
を
し
て
ブ
ル
ボ
ン
朝
を
含
む
大
陸
の
絶
対
王
政
の 

変
ら
ぬ
敗
た
ら
し
め
た
。

ハ
ズ
リ
ッ
ト
は
彼
を
"
最
初
.の
原
理
を
固
守
し
た
〃

-'
少
数
の
革
命
信
奉
渚
の
ー
人
と
正
確
に
云
っ
て
い
る
。

ナ
ポ
レ
十
ン
が
舉
命
の
原
理
を
維
持
し
て
い
る
と
い
う
見
解
を
ゴ
ド
ゥ
イ
ン 

ガ
も
っ
‘て
い
た
か
ど
う
か
は
.、
彼
の
著
書
、.
.
.
特
に
.
.

Thoughts, 
0
C
C
O
M
_
d

一'

by 

the Perusal o
f

 D
r
.

 

p
a
i
s

 S

味tal S
z
r
m
m
,

 

1
8
0
1
.

に

現

わ

れ

て

い

る

.
。 

「

わ
れ
わ
れ
は
執
政
内
関
の
消
滅
に
あ
た
っ
て
、
好
ま
し
い
慈
善
的
な
傾 

向
が
現
わ
れ
た
の
を
見
た
。
そ
れ
は
、

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
諸
原
理
を
損
う
こ 

と
な
く
そ
の
不
鲣
全
な
活
動
を
止
め
、
人
類
を
消
し
.尽
し
そ
う
な
熱jjg

が
静 

ま
る
た
め
の
時
間
を
与
え
た
。
苯
命
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
全
て
の
良
い
点 

は
完
全
に
残
っ
た
。
世
襲
的
な
政
府
は
な
く
な
り
、世
獲
貴
族
は
消
滅
し
、古 

フ
ラ
ン
ス
教
会
の
ハ
イ
ア
ラ
ー
キ
イ
は
も
は
や
存
在
せ
ず
、封
建
的
諸
権
利
、
 

.強
力
な
貴
族
政
の
暴
虐
な
免
税
は
、
苒
び
現
わ
れ
る
.こ
と
の
な
い
よ
う
に
追 

.
放
さ
れ
た
。…

…

あ.

ら
ゆ
る
も
の
が
、

フ
ラ
ン
ス
政
府
の
未
来
は
民
主
的
で 

そ
の
民
衆
は
自
由
た
る
こ
と
を
約
束
す
る
。…

…
(

ボ
ナ
パ
ル
卜
の)

存
在
は 

.
専
制
主
義
の
復
古
を
避
け
る
た
め
に
は
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
考
え
よ
う
。」

.
こ
の
よ
う
な
見
解
に
お
い
て
は
、
反
ジ
.ヤ
コ
バ
ン
■主

義

の

!z
!

§^
B
h
l
u

 

が
.
-一
八
一
四
年
にg

e
t
t
e
r

 

b
y

 

s
e
n
e
x
j

を
発
表
し
て
、
"
御
托
宣
の
一
つ 

i

つ
は
事
実
と
矛
盾
し
て
い
る
"
と

し

て

"
ボ
ナ
パ
ル
ト
の
穏
健
な
支
配
下
に 

お
け
る
道
徳
的
政
治
的
改
善
と
い
う
進
歩
的
状
態
〃
と
い
う
、、

p
.

ド
ウ
ィ
ン
の
予 

言
の
誤
り
を
指
摘
し
た
の
は
、
驚
く
に
あ
た
ら
な
い
0
イ
ン
ダ
ラ
ン
ド
の
自
由 

主
義
者
す
ら
、
'
自
由
な
伝
統
を
担
う
も
の
と
し
て
の
ナ
ポ
レ
ォ
ン
の
役
割
に
は 

強
い
疑
い
を
深
め
た
。
特
に
.1:

八
〇
三—

五
年
に
わ
た
っ
.て
。
反
ナ
ポ
レ
ォ
ン 

の
宣
伝
は
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ
，て
行
な
わ
れ
た
。

.
■
ナ
ボ
レ
ず
ン
の
侧
で
も
、
特
に
王
政
に
対
し
て
革
命
の
原
理
を
.守
る
人
々
に 

対
し
て
、.

フ
ラ
ン
ス
支
持
の
宣
伝
を
巧
み
に
組
織
し
.た
。
..宣
伝
文
書
は
-
イ
ギ 

A
ス
.
.の
ウ
イ
ッ
グ
党
の
少
数
.の
不
満
分
子
や
、
、
か
つ
て
の
急
進
主
義
者
や
非
国 

教
派
に
よ
っ
て
も
読
ま
れ
た
。、
破
滅
的
な
課
税
と
外
国
貿
易
の
激
減
は
商
人
の 

利
害
を
反
戦
の
方
に
向
け
、
あ
る
程
度
ナ
ポ
レ
ォ
ン
を
惡
く
思
わ
ぬ
よ
う
に
さ 

せ
.た
。€

心
進
ウ
ィ
ッ
グ
，の
人
は
、

ナ
ボ
レ
ォ
ン
が
自
分
を
"
民
衆
の
下
層
か
ら 

躍
り
出
た
革
命
の
兵
士
、丨
子
"
‘と
.宣
言
し
た
こ
と
を
憶
え
て
.い
る
。
ゴ
ド
ウ
ィ 

ン
の
よ
う
な
人
た
ち
は
、
彼

の

Civil 

C
o
d
e

を
教
会
権
力
に
対
す
る
望
ま
し 

い
'制
限
だ
と
考
え
て
い
た
。
他
方
フ
ォ
ッ
ク
ス
、

シH

リ
ダ
ン
、
グ
レ
イ
、

ホ 

ラ
ン
ド
卿
ら
の
ウ
ィ
ッ
グ
党
員
は
、
敵
国
の
指
導
者
に
反
対
す
る
愛
国
の
情
よ 

り
は
、
ブ
ル
ボ
ン
朝
に
対
す
る
敵
意
に
，よ
っ
て
動
か
さ
れ
て
い
た
。
彼
ら
は
ナ 

ポ
レ
ォ
ン
の
失
敗
を
、
戴
冠
式
後
の
君
主
と
し
て
の
野
望
に
帰
し
て
い
る
。

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
後
年
に
お
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
知
識
人
の
多
く
は
こ
の
型 

の
ご
と
き
皇
帝
を
〃
人
類
の
敵
"
と
み
な
し
、

一
八
一
.
四
年
に
、
特
に
ナ
ポ
レ 

如V

が
平
和
条
約
を
拒
否
し
て
か
ら
は
ブ
ル
ボ
ン
朝
の
復
^g

を
渋
々

認
め
ね
ば

i

l
i
l
l{

II
8I
I
1
I

な
ら
な
力
っ
た
こ
の
こ
と
は
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
へ
。ハ'
ン
フ
レ
ツ
ト
.

に
.

も
見
ら
.れ
る

'
,
, 

彼
の
す
ベ
て
の
手
紙
が
出
版
さ
れ
て
は
い
な
い
の
.で
、

一
八
〇

一
年
か
ら
一 

四
年
ま
で
の
彼
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
観
の
変
化
を
確
定
す
る
こ
と
は
難
か
し
い
。
だ 

が
確
か
に
、
彼
は
す
べ
て
の
自
由
主
義
者
と
共
に
、
王
政
復
古
に
驚
い
た
に
遠 

い
な
い
。

ル
イ
一
八
世
は
在
位
一
一
力
月
の
間
に
一
般
の
信
頼
を
得
な
か
っ
た 

し
、
教
会
の
影
響
の
増
大
は
、
外
国
の
プ
ロ
デ
ス
タ
ン
ト
た
ち
に
と
っ
て
、
絶 

対
主
義
の
復
活
に
最
も
警
戒
す
べ
き
徴
候
で
あ
っ

た

。

一
八
ブ
四
年
憲
章
ま 

自

li
l
主
義
制
度
の
基
礎
で
は
あ
る
が
、：
過
激
王
党
派
は
、
高
い
税
、
ナ
ポ
レ
オ 

ン
軍
の
兵
に
対
す
る
冷
淡
な
扱
い
、
思
藝
口
論
の
抑
圧
に
よ

っ

て

そ

の

価

値
 

を
な
く
し
、

一
般
の
不
評
を
買
っ
た
。
ブ
ル
ボ
ン
朝
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
遠
征
の 

,
消
耗
に
対
す
る
反
動
と
し
て
歓
迎
さ
れ
た
。
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
.は
次
の
よ
ぅ
に
.主
張

.
 

す
る
。「

南
由
の
友
で
は
あ
る
が
、
私
は
ブ
ル
ボ
ン
朝
の
復
古
に
満
.足
す
る
。…

 

…
一

八

一

四
年
に
決
ま
っ
た
よ
ぅ
に
な
れ
ば
、
私
は
十
分
，満
足
で
き
た
。
誰 

.
も
奪
わ
れ
ず
処
刑
さ
れ
ず
、
主
犯
で
す
ら
許
さ
れ
、
お
だ
や
か
に
寛
大
に 

m
遇
さ
れ
た
。」

(
^
r
a
a
v

 

p.. 

.12)

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
や
他
の
多
く
の
も
の
は
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
と
そ
の
家
族
の
た
め
の 

フ
オ
シ
テ
ン
ブ

p

I
条
約
で
締
結
さ
れ
た
慮
法
上
の
保
障
、
報
復
の
放
棄
、
.協

.
 

定
'の
公
平
さ
に
^
常
に
満
足
し
た
。
.こ
の
条
項
は
、.
多
く
の
支
出
を
負
担
せ
ね 

ば

な

ら

'な

か

っ

た
イ
ギ
リ
ス

人
に
よ
.っ
て
考
察
さ
れ
て
、
戦
争
の
再
開
の
論 

守

コ

ト

ウ

■ィ
.ン
の
パ
，ン
.フ
.レ
ッ
ト
，の
.論
争
の
中
''に
.入
り
込
ん
だ

-:
°

:.
.ナ
ポ
レ
オ
ン
の
2

ル
バ
脱
出
は
、：
一
.般
.の

顏

論

お

よ

び

議

会

の

：
討

論

を

，よ

.び 

起
こ
し
た
。
■ナ
ポ
レ
オ
シ
.に
..対
す
る
，最
も
強
力
な
擁
護
者
の
'一' 人

は

、
.
急

進

派
 

最
近
の
ゴ
ド
ウ
イ
ン
研
究
文
献
.

の.
F
r
a
n
c
i
s
B
u
r
d
e
t
t

卿

で

、
彼
の
莫
大
.な
財
産
は
彼
に
最
も
反
政
府
的
な
平
等 

原

理

を

主
.張

さ

せ

た

初

®
に
お
け
る
彼
の
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
と
の
手

紙

の

交
換 

は
、

一

八

一

五
年
の
論
争
に
お
け
る
彼
の
役
割
が
、
ヴ
ヱ
ラ
ッ
ク
ス
に
よ
っ
て 

密

.

.
接

に

た

ど

ら

れ

て

い

る

こ
と
を

.示
し
て
い
る
。
.バ

I
デ
ッ
ト
の
演
説
立
、
 

〃
人
民
の
選
択
"
を
忌
ま
わ
し
い
ブ
ル
ボ
ン
と
と
り
か
え
て
し
ま

う
よ
う
な
"
破

滅
的
な
軍
事
計
画
"

に
反
対
し
た
。
正
し
く
も
彼
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
ペ
リ
へ 

進
軍
す
る
際
に
ほ
と
ん
ど
妨
害
が
な
か
っ
た
こ
と
を
、
-人
民
の
委
任
と
解
釈
し 

て
い
る
。
 

.
：
 

.

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
に
と
っ
て
、
個
人
判
断
の
神
聖
さ
に
対
す
る
不
動
の
確
信
か
ら 

し
て
、
明
ら
か
に
ブ
ル
ボ
ゾ

朝
よ
り
も
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と

f
、

ブ
ル
ボ
ン
朝
擁
護
の
専
制
君
主
た
ち
の
激
励
に
反
対
す
る
主
要
な
論
拠
で
あ
っ 

た
0(

v
e
r

§-, 

p.: 

3
—
9).

四
月
に
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
が
こ
の
決
定
的
な
問
題
に
つ
い
て
の
一
般
の
意
思
を
動 

か
す
た
.め
に
出
版
を
計
画
し
努
力
し
て
い
た
事
実
は
”
彼
の
'ナ
ポ
レ
オ
ン
に
対 

，
す

る

関

心

の

強

さ

を

示

し

て

い

る

。

こ

の

こ
と

.

.
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
生
崔
、
特 

に
彼
の
最
初
の
敗
北
以
後
彼
の
日
記
に
記
さ
れ
て
い
る
.。

日
記
.に
よ
る
と
、.
ヴ

H

ラ
ッ
ク
ス
の

手
紙
は
、
遅
筆
の
ゴ
ド
ウ
イ
ン
と
，し
て 

は
異
常
な
早
さ
で
書
か
れ
た

.:
0
そ
の
よ
う
な
例
は
、
波

.の
起
訴
さ
れ
た
友
人
た 

ち
を
政
治
犯
の
宣
告
か
ら
救
う
た
め
の
0
落
|

2/ Strictures, 

1
7
9
4
.

が
： 

こ
の
よ
う
な
霊
感
、
堅
い
信
念
，、
全

論

題
CD
,.す
み
や
か
な
把
握
を
も

っ
て
書
か
れ 

た
の
み
で
、
こ
の
書
に
は
同
じ
.よ
う
な
高
い
調
子
、思
想
の
流
れ
が
存
在
す
る
。

,:
•
彼
の
反
戦
政
策
支
持
は
、
.こ
の
場
合
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
平
和
的
意
志
と
い
う 

'前
提
と
”
改
革
さ
.れ
た
立
憲
政
府
の.承

認

に

も

と

づ

い

：
て

，
い

る

、
。

ゴ

.
ド

ウ

ィ

ン

, 

ニ

ニ

五(

一
〇
六
七)



が
干
渉
を
抿
否
す
る
論
拠
の
意
味
は
、

こ
れ
ま
で
彼
の
思
想
や
生
涯
を
研
究
す 

る
人
に
■よ
.っ
て
適
切
に
.は
扱
わ
れ
て
こ
な
か
.
oた
0
そ
こ
で
.注

意

が

次

，
の

点

に
 

向
け
ら
れ
る
。，
一
八
ー
五
年
に
お
け
る
立
憲
君
ま
砠
に
つ
い
て
の
彼
の
偏
具
の 

程
度
。
ゴ
ド
ウ
イ
ン
と
、.
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
政
治
理
論
家
パ
ン
ジ
ャ
マ
ン
•
コ
ン 

ス
タ
ン
と
の
思
想
的
.
個
人
的
関
係
。
憲
法
の
保
障
に
よ
っ
て
権
力
を
制
限
.す 

る
際
の
チ
ポ
レ
オ
ン
の
誠
実
.さ
•の
：間
題
。

.

,

.

.

.

.

.

,

.

.

—*
八
一
五
年
ま
で
に
立
筆
政
府
を
ゴ
'ド
ウ
イ
ン
が
認
め
る
と
、い.'う
問
題
は
、
 

特
に
：

1
1

•
三

版

の「

政
治
的
正
義」

：
の

最

も

壮

観

な

教

義

の—-
つ
か
ら
明
ら
か 

に
移
行
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
,°
彼
の
題
名
そ
の
-も
の
は
疋
し
い
政
苻
を
〃
哲 

学
"

と
し
て
論
ず
る
本
来
の
意
向
を
示
す
と
は
い
え
、
彼
は
、
.
.自
由
な
研
究
と
：
. 

完
全
な
誠
実
を
必
然
的
に
制
限
す
る
た
め
、

政
府
は
必
ず
や
人
類
をg

j

落
さ
. 

せ
る
と
い
う
無
政
府
主
義
原
理
に
同
意
し
た
。
進
歩
は
政
府
の
〃
消
舐
"
を
求 

め
.る
の
で
あ
っ
て
、
そ
.の
純
化
を
求
め
る
の
で
ば
な
い
.。
.そ
こ
で
全
て
の
憲
法
. 

は
有
害
で
あ
り
、
政
治
的
進
歩
は
、
' 大
き
な
複
雑
な
，国
家
を
、

全
て
の
、問
題
を 

個
々
人
の
意
見
の
交
換
本
よ
0
_て
解
決
し
う
る
小
さ
な
私
区
に
.縮

小
す
る
。
.だ 

が
.世
紀
が
変
っ
て
も
と
の
よ
う
な
傾
向
は
生
ま
れ
ず
、
よ
り
実
際
的
と
な
っ
た 

ゴ
ド
ウ
イ
ン
は
、
専
制
^

^
に
対
す
る
人
間
の
最
善
の
保
証
と
し
て
、
憲
法
を 

認
め
ね
ば
な
ら
：な
か
っ
た
。

,

.

一
彼
は
一
八
ー
ー
〇
年
に
、

フ
エ
ル
ジ
ナ
ン
ド
七
世
の
暴
虐
に
対
し
て
起
こ
っ
た 

短
い
ス
ぺ
イ
.ン
革
命
の
：時
に
も
拍
手
を
示
し
た
。
、そ
こ
に
お
，け
る
教
会
権
カ

.の
：
 

縮
小
、
出
版
の
自
由
,よ
り
広
く
^

っ
、た
代
表

制

ば、
.

d
e

 .
M
a
i,

以
後
の 

フ
ラ
ン
ス
の
新
政
府
に
も
見
ら
れ
る
、：
と
彼
は
考
え
だ
。
彼
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
に 

つ

い

，
て

真

面

！

a

に
次
の
よ
う
に
信
じ
た
。

W
彼
は
そ
の
罪
を
償
い
、：
rr
し
い
.生

.

活
に
入
っ
た
.
.彼
は
ぎ
し
..卩
.条
件
で
.王
座
に
'.つ
，い
た
。

.
"

p. 31)

こ
れ
ら
.の
条
件
は
.へ
三
人
の
顧
.問
力
..ル
ノ
ー
.、.
コ
，
ン

ス

タ

ン
.、
ラ
フ
.ァ
イ
エ
ッ 

ト
に
ょ
っ
て
定
め
ら
.れ
.た
と
彼
.は
考
え
た
。，
彼
ら
は
〃
彼
が
適
.切
に
行
動
す
る 

こ
：
と

の

世

界

に

対
^
る
保
証
：で

あ

る

//
9

(

P
-3
3

)

'

評
判
.の
悪
.か
っ
.た
ブ
ル
.ボ
シ
体
制
の
憲
章
に
代
っ
た
有
名
な

I

 

I

.
 

t
i
o
n
e
i
:
(

帝
国
憲
^i

追
加
法
例
集
、
，
一，
八

一
五
年)

の
起
源
と
性
質
に
つ
い
て
の 

ゴ
ド
ウ
ィ
：ン
.の
理
解
は
.、
.や
や
誤
解
さ
れ
て
い
る
。
.こ
れ
は
、
代
議
員
と
、

ナ 

ポ
.レ
オ
ン
が
任
命
す
る
上
院
議
員
の
一
.一
院
お
ょ
び
任
命
制
の
裁
判
官
を
置
い 

た
。
.こ
れ
の
.稹
極
的
な
価
値
は
、公
平
な
.l
g^ -
制
度
の
維
持
、
出
版
の
劻
由
に
あ 

:

る

が

:\
'
:破
壊
的
教
説
の
発
表
に
つ
い
て
は
政
府
.に
.厳
密
な
責
任
を
も
た
せ
て
い 

る
。：
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
.の
誤
り
は
、
：
こ
れ
を
完
全
に
民
主
主
義
的
だ
と
云
っ
た
ば
か 

り
で
な
.く
"

C
れ
が
前
の
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
ら
の
民
主
主
義
者
に
迎
合
す
る
た
め
，
 

の
.ナ
ポ
レ
オ
ン
の
戦
術
で
あ
る
こ
.と
を
見
抜
か
ぬ
■点
に
あ
る
。
_
か
に
、

コ
ン 

ス
タ
ン
は
ナ
ボ
レ
，才
ン
：が
.こ
：のo

r

的
に
使
ぅ
に
最
適
な
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
は 

初
期
に
は
革
命
，の
穏
健
派
と
行
動
を
共
に
し
：て
い
.た
し
、
最
後
に
は
ブ
ル
ボ
シ 

朝
と
和
解
し
、
し
か
%;
卽
曲
主
義
的
立
憲
派
、
ボ
ナ
パ
ル
ト
の
敵
と
し
て
の
名 

声
を
も
っ
て
い
る
。
㈣
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
パ
リ
到
着
に
際
し
て
は
ブ
ル
ボ
ン
就 

擁
護
を
.叫
ん
だ
。
''
■

ゴ
ド
ウ
イ
ン
の
ヴ
ェ
ラ
ッ
ク
ス

•
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
：
の

基

本

テ

ー

マ
は
、

•

/
i
r
n
a
a,
e
-
.
p
§
v
に
発
表
さ
れ
た
；コ
ン
ス
タ
'ン
の
論
文toIJgervations.Bur 

u
n
e

 declaration: du. c
o
n
g
r
^
d
e

 v
i
e
n
n
'
V
A
P
r
i
l
1
4
,

100
1
5 
に
示
さ
れ
た
。

n

シ
ス
タ
ン
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
た
め
の
妥
ぬ
㈣
豸
物
た
る
追
加
法
例
集
に
対 

す
る
ゴ
ド
ウ
イ
ン
.の
無
批
判
な
受
容
は
、

一：
部
は
コ
ン
ス
タ
ン
に
対
す
る
借
り

に
よ
る
だ
ろ
ぅ
。
' 
コ
シ
ス
タ
ン
の
ゴ
ド
ウ
ィ
，ン
に
対
す
る
関
心
は
、

一
七
九
3£ 

年
に
彼
の
叔
父S

a
m
u
e
l

 C
o
n
s
t
a
n
t

 

d
e
.
R
e
b
e
c
q
u
e

が
ジ
ユ
ネ
I
ヴ

で

c
a
e
& 

m
,

m
$

の
仏
：訳
を
出
し
た
時
に
始
ま
る
。
h「

政
治
的
正
義」

'は
、
イ
ギ
リ
ス
，
 

で
0
評

半
か
ら
し
て
も
ま
た
.ゴ
ド
ウ
.ィ
シ
.が
..Aohn. 

F
e
n
w
i
c
k
,
:

を
通
じV

.

 

一
冊
を
国
民
公
会
に
送
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
有
名
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
タ
こ
の 

書
は
、

コ
ン
ス
タ
ン
を
含
め
て
、
公
会
の
.議
員
や
政
治
理
論
家
に
読
ま
れ
た
こ
；
 

と
は
確
か
.で
あ
る
。

コ
ン
ス
タ
ン
が
、

い

つ

「

政
治
的
正
義」

ぺ
の
翻
訳
を
始
め 

た
か
は
不
明
だ
が
、

一
七
九
九
年
の
.夏
に
は
彼
は
..憲
法
に
つ
い
て
の
最
.初
の
.論 

文
を
書
き
、
こ
れ
を
、彼
の
共
和
政
へ
の
傾
向
を
確
立
さ
せ
た
〃
ゴ
.ド
ウ
ィ
ン
の
. 

.「

政
治
的
正
義
1-
,
に
対
す
る
一
種
の
注
解
"

と
呼
ん
だ
0
:
一

 

<
〇
〇
年
に
、
彼 

は
不
利
な
条
件
お
よ
び
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
に
よ
る
初
版
の
改
訂
を
知
っ
た
た
め
に
彼 

の
翻
訳
は
ま
：だ
出
版
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
報
告
し
て
い

.る
。

一

七

九
五
年
か 

六
年
に
は
彼
と
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
は
こ
の
書
の
翻
訳
に
つ
い
て
通
信
し
て
い
た
。
政 

治
状
勢
の
変
化
で
翻
訳
は
.出
版
し
な
か
っ
た
が
、

こ
の
時
以
後
办
彼
に
与
え
た 

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
思
想
の
影
響
に
つ>

て
は
疑
問
は
な
い
。

-彼

の

b
g 
N
tq
os
p
^.
b

^

n07lQU4t6 

Bt 

d6. 

V

 UOWTydtioyl 

do/Tls. 
I
6
u
~i
s 

ra§
OTts av

名 

la Civilisation e
u
r
o
p
s
m
m
，
1
8
U

.

は
、

近
代
商
業
国
家

■饰
度
と
両
立
せ
ぬ
：と
し
て
戦
^
を
激
し
く

攻
撃
す
る
。
こ
の
書
ば
多
く
の

点
で
. 

ゴ
ド
ウ
イX

の
思
考
の
跡
を
現
わ
し
、.
ヴ
ェ
ラ
ツ

ク

ス

，
'
パ

ン

フ

レ
ツ
ト
の
ゴ 

ド
ウ
ィ
ン
の
観
点
と
な
っ
た
も
の
を
確
立
す
る
。
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の

友
人
.

J
a
s
e
s

 

M
a
c
k
i
n
t
o
s
h

は
こ
の
書
を
賞
め
、
:
.
nン
ス
タ
ン
を
"疑
ハ
な

く

大
陸
に
y
け 

，る
最
有
の
政
治
的
著
作
家
、
.
.
.
明
ら
か
に
.フ
ラ
ゾ

ス
に
‘お
け
る
最
も
有
能
な
v
f
.

と
呼
ん
だ
。

コ
：
ン
ス
タ
ン
の
平
和
論
は
、

一
八
一
三
一
年
に

00
1

夫

人
>
会
っ
. 

，
最
近
の
：ゴ
ド
ウ
ィ
ン'研

究

文

献

■

.

た
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
に
は
良
く
知
ら
れ
て
い
た
ろ
う
。

コ
ン
ス
タ
ン
の
書
は
広
く
読 

.ま
れ
、

ロ
ン
ド
ン
で
も
出
版
さ
れ
た
。
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
は
ウ
ィ
ッ
グ
党
の
反
戦
派 

の
人
た
ち
と
交
わ
り
、
附
加
法
例
集
や
コ
.ン
ス
タ
ン
め
活
動
に
つ
い
て
の
議
論 

に
参
加
し
て
い
た
よ
.う
で
あ
る
。
 

- 

.
も
ち
ろ
附
加
法
例
集
は
'コ
ン
ス
タ
ン
だ
け
の
仕
事
で
は
な
い
。
彼
は
皇
帝
の 

霊
感
の
-下
に
働
い
た
。

こ
の
よ
う
な
霊
感
を
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
は
否
定
し
'よ
う
と 

し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
コ
ン
ス
タ
ン
は
附
加
法
例
集
を
す
べ
て
の
そ
れ
以
前
の 

憲
法
よ
り
す
ぐ
：れ

た

も
の
と
し

て

擁
護
し
、
後
の
貢
献
た
る
信
教
、
出
版
の
個 

.人
的
自
出
を
強
調
し
た
。
要
す
る
に
、
後
の
人
は
歴
史
的
に
見
て
こ
れ
を
ブ
ル 

ボ
ン
憲
章
よ
り
は
ま
し

だ
と
見
る
.が
、

フ
ラ
ン
ス
人
た
ち
は
単
に
名
目
的
な
民 

主
主
義
を
示
す
も
の
と
実
際
に
は
評
価
し
た
。

..

.

イ
ギ
リ

.ス
で
は
、
.立
憲
政
治
に
対
す
る
ナ
ポ
レ
■オ
ン
の
執
着
は
、：

戦
争
と
平 

和
に
及
ぼ
す
効
果
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
た
。R

o
m
i
l
l
y

や

P
o
n
s
o
n
y

な
ど
平 

和
派
は
、
：
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
.誠
実
さ
を

疑
い
な
が
ら
も
、
ブ
ル
ボ
ン
よ
り
は
ま
し 

だ
之
考
え
て
い
た
。
個
人
的
に
は
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
も
、
立
憲
王
政
と
.み
せ
か
け
る 

.彼
の
誠
実
さ
に
疑
問
を
も
..っ
‘て
い
た
が
、「

ヴ

H 

.ラ
ッ
.ク
.ス」

に
.は
，こ
の
健
全
な 

疑
い
の
跡
は
な
い
。

一
八
一
五
年
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、

討
議
機
関
は
不
必
耍 

で

.

.
選
■挙

人
は
〃
そ
の
心
を
あ
ま
り
に
も
た
や
す
く
変
え
る
。…

…

イ
ギ
リ
ス 

憲
法
は
フ
ラ
ン
ス
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
〃
と
い
，
っ
.た
。
間
も
な
く
、

彼
は
"
私 

ガ
ヮー

テ

.ル
ロ.丨

力
ら
ハ
リ
へ

翅
旋
し
た
ら
證
会
を
解
散
し
て
し
ま
っ
た
の 

に
"
と
公
言
し
.た
。

こ
の
よ
：う
な
根
強
い
反
自
由
主
義
は
、

ヴ
エ
ラ

ッ
ク
ス
の 

書
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い0

こ
の
鰲
の
積
極
的
な
長
所
は
、
彼
の
政
治
的
な
達
見
で
は
な
く
、

そ
れ
が
.示

•

一

三

七(
1
0

六
九)
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す
淸
沖
の
尚
尚
さ
で
4
ろ
う
6
た
と
え
ば
不
必
要
な
戦
^
に
餌
る
こ
と
、
偏
狭 

な
愛
国
主
義
、
進
歩
の
.た

め

に

無

能

な

抑

压

，的

な

君

主

政

に

.頼

石

こ

と

に

対

す
 

:

.る
情
熱
的
な
非
難
な
：̂

そ
の
感
情
を
動
か
す
力
に
お
い
て
も
、
そ
の
す
す

め
 

る
と
こ
ろ
の
強
い
独
立
性
.に
お
い
て
も
。

「

ヴ
エ
ラ
ッ
ク
ス
の
手
紙」

は
戦
時 

政
府
の
弾
圧
の
中
で「
政
治
的
正
義J

を
書
い
た
こ
の
不
屈
の
自
由
主
義
者
，の 

ひ
き
続
く
勇
気
と
高
潔
さ
を
示
し
て
い
る
。

そ
し
'て
視
野
の
広
さ
は
、

ナ
ポ
レ
.オ
ン
を
含
め
た
野
心
.の
害
惡
に
つ
い
.て
の 

雄
弁
な
叙
述
に
示
さ
れ
て
い
る
。

.
 

•

「

フ
ラ
ン
ス
は
飽
く
こ
と
な
き
野
心
の
旗
の
下
に
入
っ
て

お

り

、

速
合
国 

の
.軍
隊
ば「

全
て
の
他
の
届
民
の
独
立
を
無
軌
道
な
個
人
の
権
カ
欲
に
従
わ 

..せ
そ
う
な
際
限
な
き
侵
略
に
対
し
て
、
争
っ
た
。」

e
.
s 

し
か
も
彼
は
、
；「

政
治
的
正
義」

に
お
け
る
よ
う
に
芷
義
と
真
理
の
勝
利
を 

確
信
し
続
け
た
。
〃
勝
利
の
可
能
性
の
た
め
に
は
良
い
目
的
が
不
可
欠
で
あ
る

" 

CP..1S)

が
、
そ
れ
は
4
趴
ら
か
に
速
合
国
に
欠
け
て
い
る
。

ゴ
ド
ゥ

ィ
ン
は
、
〃
フ
ラ
シ
ス
人
を
甦
ら
す
に
ち
が
い
な
い
聖
な
る
目
的
" 

を
、

ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
君
主
た
ち
を
教
育
す
る
"
政
治
学
の
今
の
，脔
敗
し
た
学
校
" 

.と
対
比
す
る
こ
と
に
お
い
て
は
、
国
民
主
義
的
な
未
来
の
精
神
之

一
致
し
て
い 

る
狭
い
国
家
の
境
界
を
超
越
し

よ
う
と
い
う
理
論
の
持
主
が
、

こ
こ
で
ナ
ポ 

レ
オ
ン
を
退
位
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る
国
家
主
権
の
侵
害
に
対
し
て
最
も
強 

力
に
議
論
を
展
開
す
る
.の
は
奇
妙
で
あ
る
。

だ
が
，こ
れ
は
彼
の
強
調
す
る
と
こ 

ろ
で
あ
っ
た
。
君
主
た
ち
は
フ
ラ
ン
ス
に
向
っ
て
云
う——

「

ポ
ナ
パ
ル
卜
の
主
権
を
投
げ
棄
て
よ(

こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
に
入
っ
た
五
力 

:

国
の
軍
隊
な
し
.に
は
な
し
え
な
い
こ
と
を
彼
ら
は
知
つ
て
い
る)

、

そ

の

寺

こ

そ
ノ
君
は
自
由
だ
と
感
じ
る
だ
ろ
う
ご
：

フ
ラ
ン
ク
フ

.ル
i

旦
言(

一
八
一
三
年)

に
言
及
し
て
、
ゴ
ド
ウ

ィ
ン
は
そ

の

 

時
'の
連
合
国
の
精
神
を
比
較
す
る。

'

'

'「

時
に
彼
ら
は
勇
敢
で
、V
時
に
臆
病
で
あ
る
。
時
に
は
彼
ら
は
兵
士
の
心 

■で
、
時
に
は
タ
レ
イ
ラ
ジ
の
心
で
感
じ
る
。
そ
し
て
彼
ら
はj

個
人
を
破
域 

.さ
せ
る
た
め
に
、
全
ョ
I 
ロ
ッ
パ
の
十
万
人
を
進
軍
さ
せ
る
こ
と
を
提
案
す 

•

る
ほ
ど
臆
病
で
あ
る
。」

：

.
彼
.の
人
道
主
義
的
配
慮
は
、

〃
連
合
国
は

.
弱
者
を
滅
ぼ
し
、

フ
ラ
ン
ス

.

.

.
‘
を
情
な
い
窮
乏
と
.荒
廃
叹
最
低
点
ま
で
零
落
さ
せ
て
し
ま
う
の
は
こ
の
時
だ
と 

考
え
て
い
る
"

と
い
う
よ
う
な
、
多
く
の
叙
述
の
中
に
示
•さ
れ
て
い
る
。
 

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
先
見
の
明
を
欠
い
て
は
い
る
が
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
丈 

1:

八
.一
三
年
の
目
的
は
結
合
の
生
命
力
あ
る
原
理
を
含
み
、

一
八
一
五
年
の 

原
理
は
自
己
破
滅
の
原
理
を
含
ん
で
い
る
"
と
真
に
信
じ
て
い
た
。

フ
ラ
ン
ス 

革
命
に
対
す
る
彼
の
古
く
か
ら
の
偏
愛
は
、

フ
ラ
ン
ス
は
〃
自
分
の
判
断
に
よ 

る
衝
動
〃
に
従
い
続
け
る
だ
ろ
う
と
い
う
彼
の
確
信
を
定
め
た
。

ヮ
ー
テ
レ
ロ 

丨
で
容
易
に
彼
に
勝
利
を
も
た
ら
し
た
か
も
し
れ
な
い
よ
う
な
状
況
で
の
ナ
ポ 

レ
オ
ン
軍
の
急
速
な
瓦
解
は
、
荒
廃
を
も
た
ら
し
際
限
の
な
い
戦
闘
と
い
う
ゴ 

ド
ウ
ィ
ン
の
予
言
を
否
定
し
た
。
だ
が
、
彼
の
出
版
さ
れ
た
著
作
の
中
で
戦
闘 

に
よ
る
人
命
の
不
必
要
な
犠
牲
に
対
し
て
、

こ
れ
ほ
ど
彼
が
説
得
力
を
も
っ
て 

怒
り
を
示
し
て
い
る
も
の
は
な
い
。
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
が
そ
の
雄
弁
の
素
晴
し
さ
を 

認
め
て
い
た
バ
ー
ク
の
偉
大
な
文
体
に
お
け
る
感
動
的
な
一
連
の
議
論
の
よ
う 

に
、

「

ヴ
ェ
ラ
.ッ
ク
ス
の
手
紙」

は
、

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
著
作
お
よ
び
こ
の
時
代 

の
す
ぐ
れ
た
論
文
の
'中
に
^

v
'-
r

..1

つ
の
地
位
に
値
い
す
る
も
の
で
あ
る
。
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研 究 ノ ー  卜

低
開
発
国
問
題
に
関
す
る
最
近
の
展
開
に
つ
い
て

—
-

国
連
貿
邊
開
発
会
讓
を
め
ぐ
る
論
讓
を
中
心
と
し
て

I

,

.

澡

：

海

：

0

明

.

一
、

は
じ
め
に

.

 

■

 

，
パ」 

'

少
な
く
と
も
最
近
の
世
界
経
済
の
中
心
問
題
が
、
南
北
問
題
で
あ
る
こ
と
に 

は
ノ
意
見
の
ー
致
が
存
在
し
て
い
る
ど
ぅ
に
思
え
る
。

こ
の
南
北
問
題
に
対
す
る
へ
関
心
の
高
.ま
り
に
よ
っ
て
多
く
の

.論
議
が
行
な
わ 

れ
、
多
く
の
展
開
が
み
ら
れ
た
が
、

こ
.こ
で
は
、

こ
の
問
題
.の
登
場
の
意
味
. 

背
景
.を
探
り
.、
何
が
問
題
と
さ
れ
、
，.い
が
な
る
成
果
が
え
ら
れ
た
の
か
、
そ
し 

て
现
状
は
ど
ぅ
で
あ
り
、
今

後

究

明さ
る
べ
き
点
は
何
か
、
.
を
简
単
に
考
察
す 

る
. 

•
•

'
.要
す
る
に
、
低
開
発
国
問
題
の
最
近
.の
展
開
に
つ
い
て
の
.一
つ
の
サ
I
.ベ
ィ 

を
行
な
.い
、、
今
後
の
積
極
的
展
開
へ
の
方
向
づ
け
、
.基
礎
資
料
を
提
示
し
.た
ぃ 

と
考
え
る
。

'

究
明
の
焦
4
を
理
論
面
の
み
に

限
定
す
る
と
と
な
く
、
'実
証
面
•
政
策
面
そ 

の
他
を
含
め
て
広
範
に
と
ら
え
、
と
く
に
.一
九
六
四
年1

一
：
一

ー

六

月

.
に

開

催

さ

れ
 

文
.固
^;
貴
易
^
発
会
.議
を
め
ぐ
^
論
寒
を
中
心
.に
，お
く
。
そ
の
理
由
は
、
世
界 

.猫
済
論
，
国
際
経
済
学
は
、.
応

用

経

済

学

の

■
一

 
分
野
で
あ
る
こ
と
ぼ
勿
論
で
あ

'
•
'
低
開
発
国
問
題
に
関
す
る
最
近
の
展
開
に
ら
ぃ
て

 

y

る
が
"
：
す
ぐ
れ
て
現
実
と
密
接
处
関
連
を
も
ち
、
ま
た
現
実
の
展
開
に
耍
請
ざ 

.

.れ
て
発
展
し
て
き
た
と
.い
ぅ
面
を
強
く
も
つ
て
.い
る
■か
ら
.で
あ
る
。
.

勿

論

、

低

開

発

国

問

題

は

、

.
'
一

九
五
〇
年

代

末

な

い

しI

九
六
〇
年
代
に
な 

っ
て
始
め
て
登
場
し
た
問
題
で
は
な
い
。
こ

の
問
題
は
第
二
次
大
戦
後
と
く
に 

1

九
五
〇
年
代
に
大
い
に
論
究
さ
れ
て
き
た
し
、
そ
の
背
景
、
発
生
因
を
さ
ぐ 

れ
ば
、

究
極
的
に
は
、
.
一九
世
紀
に
お
け
る
世
界
経
済
の
形
成
期
に
ま
で
、
さ 

か
の
ぼ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
.で
あ
ろ
ぅ
。
し
か
し
こ
と
で
は
、
か
か
る
問
題
の
詮 

.索
は
.，一
応
行
な
わ
ず
に
、

」

南
北
問
題
と
し
て
の
.低
開
発
国
問
題
の
新
登
場
に
焦 

点
を
あ
T
、新
展
開
.の
意
味
•内
容
を
さ
ぐ
.り
、そ
の
M
開
を
整
1
し
て
み
た
い
。

.

.

 

.

.

. 

.

.

.

.

:

.

.

1:

、
世
界
経
済
の
：新
展
開

——

南

北

問

題

の

'.

登
場
I

の
意
味

'

と
方
向

'

:

.

全
般

.

.

的

検

.

.

討

-

-

 

⑴

そ
の
意
味

'
低
開
発
国
問
題
が
、
世
界
的
に
南
北
問
題
と
し
て
と
.り
.あ
げ
ら
れ
た
こ
と
自

一
三
九

(

一
〇
七

一
)

：


